
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が
24
年
度
活
動
報
告
と

25
年
度
運
動
方
針
案
の
提
案

し
、
出
席
代
議
員
か
ら
の
発

言
で
は
「
組
織
建
設
の
課
題

(

人
員
補
充
・
欠
員
補
充
の
あ

り
方
に
つ
い
て)
、
日
々
雇
用

労
働
者
の
処
遇
改
善
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
に
お
け
る
事
故
防

止
の
課
題
、
選
挙
闘
争
の
強

化
、
反
核
平
和
の
た
た
か
い
、

正
規
雇
用
で
入
職
し
た
組
合

員
か
ら
の
決
意
表
明
」
な
ど

建
設
的
な
発
言
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
藤
川
書
記
長
が

討
論
の
ま
と
め
で
、
発
言
の

中
で
出
さ
れ
た
意
見
に
回
答

し
「
１
，
０
０
０
名
支
部
建

設
は
各
組
織
の
先
頭
に
立
つ

算
・
決
算
と
と
も
に
、
大
会

宣
言
と
特
別
決
議
「
仲
間
の

く
ら
し
と
権
利
、
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
た
か
い
を
ひ

ろ
げ 

早
期
の
１
，
０
０
０

名
支
部
建
設
を
実
現
し
よ

う
」
も
圧
倒
的
多
数
の
賛
成

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
機
関
紙
表
彰
で
は
、

北
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク
に
奨
励
賞

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
山
内
副
委
員
長
が

閉
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
本

多
委
員
長
の
音
頭
で
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
閉
会
し
ま

し
た
。 大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
労
働
者
と
の
結
び
つ
き
を

大
切
に
す
る
組
織
を
作
り
、 

 

要
求
前
進
と
１
，
０
０
０

名
支
部
建
設
を
実
現
し
よ

う
！
」 サ

ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
集
団
的
労
使
関
係
の
強
化

で
中
小
企
業
と
の
共
同
を
発

展
さ
せ
よ
う
！
」 

執
行
部
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
全
組
合
員
参
加
の
運
動
、

支
部
結
成

60
年
を
迎
え
る

中
で
各
業
種
別
運
動
の
到
達

点
を
活
か
す
こ
と
、
要
求
実

現
は
わ
た
し
た
ち
の
行
動
力

に
よ
っ
て
前
進
す
る
。
支
部

執
行
委
員
会
は
運
動
の
先
頭

に
た
っ
て
奮
闘
す
る
。
」
と

ま
と
め
ま
し
た
。 

 

運
動
方
針
、
重
点
要
求
・

課
題
で
の
ス
ト
権
確
立
、
予

 

建
交
労
関
西
支
部
は
10

月
26
日
27
日
建
交
労
会
館

で
第

60
回
定
期
大
会
を
開

き
、
２
０
２
５
年
度
の
運
動

方
針
な
ど
全
議
案
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
、
そ
の
実
践
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

北
村
副
委
員
長
よ
り
開
会

あ
い
さ
つ
、
議
長
団
、
資
格

審
査
・
議
事
運
営
・
大
会
書

記
・
大
会
事
務
局
の
選
出
・

任
命
な
ど
を
行
っ
た
後
、
本

多
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
来

賓
は
大
阪
府
本
部
前
村
委
員

長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
、

芦
崎
特
別
執
行
委
員
が
祝

電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し

ま
し
た
。 

 

議
案
提
案
は
藤
川
書
記
長
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１１
月
２６
日
（
土
）
１３
時

か
ら
建
交
労
会
館
に
お
い

て
、
建
交
労
近
畿
地
方
協
議

会
第
２６
回
総
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
津
村
副
議
長
の
開

会
挨
拶
で
総
会
が
始
ま
り
。

議
長
に
は
奈
良
県
本
部
・
永

井
書
記
長
、
資
格
審
査
は
大

阪
合
同
支
部
・
岡
本
副
委
員
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な
労
働
実
態
を
宣
伝
し
た
こ

と
。
中
央
行
動
へ
の
参
加
、

ト
ラ
ッ
ク
宣
伝
行
動
の
取
り

組
み
な
ど
」
報
告
。
滋
賀
県

か
ら
は
、「
近
江
支
部
や
そ
の

他
の
組
織
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
。」
実
態
報
告
。

兵
庫
県
か
ら
は
、「
兵
庫
合
同

支
部
組
合
員
の
組
織
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
西

宮
支
部
の
女
性
部
が
市
長
へ

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
の
要
請
行
動
」
の
報
告
。

鉄
道
か
ら
は
、「
Ｊ
Ｒ
西
日
本

は
利
益
を
優
先
し
、
安
全
を

後
回
し
に
し
て
い
る
実
態
」

報
告
な
ど
、
活
発
な
討
論
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議

案
採
決
は
、
１
号
議
案
か
ら

４
号
議
案
ま
で
一
括
し
て
拍

手
で
確
認
。 

最
後
に
、
前
村
新
議
長
の

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。
全
体
の
参
加

者
は
２１
名
で
し
た
。 

 

の
後
の
討
論
で
も
活
発
な
発

言
で
実
り
あ
る
総
会
に
し
よ

う
。」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

議
案
提
案
は
、
川
口
議
長
が

１
号
議
案
：
経
過
報
告
・
活

動
方
針
、
２
号
議
案
：
一
般

会
計
報
告
、
３
号
議
案
２
０

２
５
年
度
予
算
、
４
号
議

案
：
２
０
２
５
年
度
役
員
選

出
を
一
括
し
て
提
案
。 

休
憩
後
は
質
疑
応
答
に
入

り
ま
し
た
。
討
論
は
全
体
で

１１
名
か
ら
発
言
が
あ
り
、
和

歌
山
県
か
ら
は
「
上
司
の
パ

ワ
ハ
ラ
に
よ
る
精
神
疾
患
」

の
報
告
と
「
組
織
拡
大
し
た

三
和
運
送
分
会
（
酸
素
関

係
）」
の
報
告
。
大
阪
か
ら
は
、

「
１
年
間
の
運
動
方
針
で
確

認
し
た
一
般
組
合
員
向
け
学

習
会
と
次
世
代
学
習
会
の
実

施
。
春
闘
時
期
に
は
大
阪
市

内
を
ト
ラ
ッ
ク
３０
台
と
宣

伝
カ
ー
３
台
で
パ
レ
ー
ド

し
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

こ
と
。
年
間
の
組
織
拡
大
状

況
な
ど
を
」
報
告
。
京
都
か

ら
は
、「
ヤ
マ
ト
運
輸
の
過
酷

し
て
も
真
相
解
明
に
背
を
向

け
る
自
公
政
権
に
国
民
が
厳

し
い
審
判
を
下
し
た
結
果
だ

と
考
え
る
。
ま
た
、
労
働
者
・

国
民
の
可
処
分
所
得
が
増
え

な
い
中
、
自
民
・
公
明
与
党

の
政
策
で
は
国
民
の
暮
ら
し

が
よ
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

我
々
、
労
働
組
合
も
年
末
一

時
金
闘
争
の
真
っ
只
中
で
す

が
、
物
価
高
騰
を
上
回
る
一

時
金
獲
得
が
必
要
で
す
。
こ

長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
の
総
会
は
、
前
村
副

議
長
が
執
行
部
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
。
前
村
副
議
長
は
、

「
１０
月
２７
日
に
投
開
票
で

行
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
で
自

公
与
党
が
過
半
数
を
割
る
大

敗
を
喫
し
た
。
そ
の
大
き
な

要
因
は
、
裏
金
問
題
が
発
覚



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

述
べ
、
２
０
２
４
年
４
月
施
行

の
改
善
基
準
告
示
の
実
施
で
経

営
側
の
売
上
げ
減
の
中
で
の
賃

金
維
持
・
賃
上
げ
が
２
４
春
闘

で
交
渉
し
た
結
果
だ
っ
た
。
そ

の
上
で
、
２５
春
闘
で
大
幅
賃
上

げ
を
掲
げ
て
賃
上
げ
を
実
現
す

る
た
た
か
い
は
厳
し
い
。
し
か

し
、
経
営
者
の
売
上
げ
で
要
求

を
た
め
ら
う
な
ら
ば
、
労
働
組

合
で
は
な
い
。
厳
し
い
た
た
か

い
に
な
る
が
、
生
計
費
に
基
づ

く
賃
上
げ
要
求
で
要
求
実
現
を

め
ざ
し
た
い
。」
と
述
べ
、
多
く

の
組
合
員
に
参
加
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
や
っ
て
良
か
っ
た
こ

と
は
、
大
阪
府
本
部
の
各
支
部

全
体
で
行
っ
た
学
習
交
流
会

は
、
支
部
を
超
え
た
た
た
か
い

や
今
抱
え
て
い
る
悩
み
な
ど
を

交
流
出
来
た
事
で
団
結
強
化
を

は
か
れ
た
こ
と
」
な
ど
語
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
運
輸
業
界
の
下

請
け
重
層
構
造
の
禁
止
、
単
産

と
地
域
が
一
体
に
な
る
運
動
方

針
も
必
要
。」
な
ど
を
語
り
、
他

の
組
織
と
の
意
見
交
流
が
出

来
、
実
り
あ
る
春
闘
討
論
集
会

に
な
り
ま
し
た
。 

 

阪
労
連
・
福
岡
議
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
ま
し
た
。
午
前
中

は
、
講
演
が
あ
り
、
京
都
総

評
・
梶
川
憲
議
長
の
講
師
で
、

「
最
賃
引
き
上
げ
の
大
共
同

を
め
ざ
し
て
・
・
・
京
都
の

取
り
組
み
か
ら
」
を
テ
ー
マ

に
約
１
時
間
学
習
し
ま
し

た
。
講
演
内
容
は
、「
ふ
つ
う

に
暮
ら
せ
る
賃
金
へ
社
会
的

に
闘
う
」
こ
と
を
柱
に
賃
金

が
経
済
循
環
の
原
動
力
で
あ

る
こ
と
。
あ
る
べ
き
賃
金
水

 
大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
と

大
阪
労
連
の
共
催
で
１１
月

３０
日
（
土
）
午
前
１０
時
～
国

労
大
阪
会
館
に
お
い
て
、
春
闘

討
論
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
１６
組
織
・
５８

名
の
参
加
者
で
、
建
交
労
大
阪

か
ら
荻
田
書
記
長
と
関
西
支

部
福
山
組
合
員
の
２
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

司
会
進
行
は
大
阪
労
連
・
三

枝
幹
事
の
議
事
進
行
で
始
ま

り
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
は
、
大

準
は
、「
最
低
生
計
費
調
査
」

に
基
づ
き
、
大
い
に
活
用
し

て
交
渉
に
臨
む
こ
と
な
ど
詳

し
く
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

学
習
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

賃
上
げ
交
渉
に
お
け
て
、
具

体
的
な
根
拠
を
示
す
こ
と
で

交
渉
を
有
利
に
す
す
め
る
確

信
が
持
て
た
こ
と
。
経
営
者

も
納
得
せ
ざ
る
を
得
な
い
理

論
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

後
は
各
団
体
か
ら
の
決
意
表

明
が
あ
り
、
午
前
中
の
春
闘

討
論
集
会
が
終
わ
り
ま
し

た
。
午
後
は
、
各
組
織
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
５
名
か
ら
６
名

に
分
か
れ
て
分
散
会
を
２
回
行

い
ま
し
た
。
分
散
会
は
、
①
「
２４

春
闘
の
教
訓
と
課
題
、
２５
春
闘

に
向
け
て
要
求
づ
く
り
な
ど
を

考
え
て
い
る
こ
と
。」
②
「
多
く

の
組
合
員
に
参
加
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
こ

と
。
工
夫
し
た
こ
と
。」
③
交
流

や
相
互
支
援
な
ど
地
域
で
の
と

り
く
み
」
④
闘
争
日
程
や
内
容

と
も
関
わ
っ
て
ど
う
か
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。
建

交
労
か
ら
は
、「
２５
春
闘
は
、
厳

し
い
た
た
か
い
に
な
る
こ
と
を
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限
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

法
律
で
あ
る
の
に
、
労
働
基

準
法
以
下
の
法
律
で
も
労
使

で
合
意
す
れ
ば
罰
則
さ
れ
な

け
れ
ば
、
奴
隷
に
近
い
働
き

方
に
な
る
。
就
業
規
則
・
３６

条
協
定
を
本
社
に
一
本
化
さ

れ
、
労
働
者
代
表
も
本
社
で

き
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
業

所
単
位
で
過
半
数
を
組
織
し

て
い
た
労
働
組
合
が
過
半
数

を
代
表
す
る
労
働
者
代
表
に

な
れ
な
い
。
労
働
組
合
つ
ぶ

し
と
同
じ
や
」
な
ど
非
常
に

危
機
感
を
持
っ
た
感
想
で
し

た
。
ま
た
、
労
基
法
解
体
を

許
さ
な
い
ネ
ッ
ト
署
名
を
推

進
す
る
取
り
組
み
と
運
輸
関

係
の
労
働
時
間
の
上
限
規
制

が
学
習
会
に
記
載
さ
れ
て
い

る
時
間
と
は
異
な
る
の
で
、

改
善
基
準
告
示
と
あ
わ
せ
て

学
習
す
る
必
要
が
あ
る
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

参
加
者
は
、
全
体
で
１１
名
。

関
西
支
部
５
名
、
関
西
ダ
ン

プ
支
部
２
名
、
神
田
支
部
２

名
、
大
阪
合
同
支
部
２
名
で

し
た
。 

 

今
後
の
労
働
組
合
に
と
っ
て

権
利
や
活
動
が
形
骸
化
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸

念
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
の
感
想
は
、「
労
働

基
準
法
は
、
使
用
者
が
最
低

た
。
学
習
内
容
は
、
ど
の
よ

う
な
労
基
法
の
改
正
が
議
論

さ
れ
て
い
る
の
か
？
ど
の
よ

う
な
メ
ン
バ
ー
で
議
論
さ
れ

て
い
る
の
か
、
労
基
法
解
体

で
労
働
者
の
労
働
条
件
が
変

わ
る
の
か
？ 

働
安
全
セ
ン
タ
ー
・
丹
野
弘

事
務
局
長
に
依
頼
し
て
、「
政

府
・
経
済
界
に
よ
る
労
基
法

の
解
体
を
阻
止
し
、
働
く
も

の
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
７５
分

間
の
学
習
会
を
行
い
ま
し

 

大
阪
府
本
部
一
般
組
合
員

学
習
会
は
、
１２
月
１４
日
（
土
）

午
前
１０
時
か
ら
国
労
大
阪

会
館
１
階
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
学
習
会
は
、
荻

田
書
記
長
の
司
会
進
行
で
始

ま
り
、
講
師
に
は
、
大
阪
労
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